
平成 29年（2017年）２月那覇市議会定例会 

 

一 般 質 問 発 言 通 告 書 （ ３ 日 目 ） 

平成 29年２月 23日（木） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 花 城 正 樹 

(な は の 翼 

【無所属Ｇ】) 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

 

１ 桜坂にサク

ラ行政につい

て 

 

 

 

 

２ 公契約条例

について 

 

 

 

 

 

３ ダブルケア

について 

 

 

４ 弁財天堂に

ついて 

 

 

 

 

 

 

５ 文化行政に

ついて 

 

 

(１) 桜坂の名前の由来について伺う 

 

 

(２) サクラ植栽の進捗について 

 

 

 

 県は、公共事業や委託事業を受注する企業にお

ける労働者の賃金水準確保などを定める公契約

条例制定に向けた作業を本格化させている 

 本市の進捗について伺う 

 

 

 

 ダブルケアとは、どういう状態のことか伺う 

 

 

 

(１) 円鑑池にある弁財天堂について、つくられ

た背景を伺う 

 

 

(２) 現在の位置付けについて 

 

 

 

 鹿児島県歴史資料センター黎明館にある那覇

港が描かれた漆絵螺鈿街立について、背景を伺う 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 大 城 幼 子 

(公 明 党) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

 

１ 災害時の要

援護者支援に

ついて 

 

 

２ 盲ろう者の

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 特別弔慰金

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ふるさと納

税について 

 

 災害時の要援護者支援の体制を強化するため、

行政のなかに専門グループを設置して取り組む

必要があると思うが見解を伺う 

 

 

 盲ろう者の方々が社会参加をするためには 

通訳・介助員の存在が欠かせない。以下伺う 

 

(１) 那覇市では、盲ろう者の自立・社会参加に

ついてどのように認識しているか伺う 

 

 

(２) 盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業の現状

を伺う 

 

 

 

 戦後 70 周年の節目に国が弔慰の意を表するた

めに戦没者のご遺族に支給する第 10 回特別弔慰

金について、平成 27 年４月から請求が始まって

いるが、以下伺う 

 

(１) 県への進達件数と国債の受取件数を伺う 

 

 

(２) 支給が遅れているようだが理由を伺う 

 

 

 

(１) 平成 28 年中の那覇市ふるさとづくり寄付

金事業の件数と金額及び平成 29 年へ向けて

の使い道について伺う 

 

 

(２) 現在、寄付金は第４次総合計画で掲げる 

６つの都市像に即した事業に活用している

が、ＮＰＯ法人の活動などに使い道が指定 

できないか伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ５ 社会教育施

設整備につい

て 

 

 

 

 平成 25 年に策定された那覇市人材育成施設

(社会教育施設等）整備基本構想について 

 

(１) 同構想に基づく公民館・図書館配置の現状

はどのようになっているか 

 

 

(２) 今後の予定はどのようになっているか 

 

 

(３) 同構想によると那覇新港周辺の曙・港町 

地域はどのように位置づけられているか 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 中 村 圭 介 

(無所属の会) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(演壇・質問席) 

１ こどもの貧

困対策事業に

ついて 

 

 

２ 墓地行政に

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域の伝統

芸能継承につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 子どもの貧困対策事業の評価について、市が 

明快な指標を提示すべきではないか。見解を問う 

 

 

 

(１) 平成 22 年に｢那覇市墓地等に関する基本

方針」を策定した際に懸念された「今後の課

題」について、現時点での見解を問う 

 

 

(２) 個人墓地禁止区域以外の地域において、新

たに多数の墓が密集して経営されることに

ついて、見解を問う 

 

 

(３) 個人墓地禁止区域以外の地域における、 

個人による墓の新設を例外的に認める条件

について、周辺住民との合意形成にあたり 

行政が話し合いの場を設けることについて

見解を問う 

 

 

(４) 個人墓地禁止区域の見直しの予定につい

て問う 

 

 

 

(１) 後継者育成のための本市の取り組みを問

う 

 

 

(２) 夏休みや秋休み等を利用して地域の伝統

芸能を中学生に体験してもらう取り組みが

できないか問う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 宮平 のり子 

(社民・市民ﾈｯﾄ) 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 農連市場地

区防災街区整

備事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 交通行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 職員の人事

評価制度につ

いて 

 

 

(１) ガーブ川のボックスカルバート工事の概

要について 

 

 

 

(２) 市場棟隣のＡ－２地区の用途について 

 

 

 

 

 

(１) 故障などで使えない遊具等の実態につい

て 

 

 

 

(２) 修繕をしていく今後の計画について 

 

 

 

 

(１) 那覇市内のバス停留所の数について 

 

 

 

(２) 車いす利用者がノンステップバスに乗降

できるバス停留所は、何カ所あるか 

 

 

 

 

(１) 人事評価制度の概要について 

 

 

 

(２) 市における実施時期について 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 久 高 友 弘 

(自 民 党) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(演壇・質問席) 

１ 文化財の復

元及び管理運

営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 識名園につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 中城御殿はどういうスケジュールで、県、

市どこが復元するのか。現在の進捗状況も 

あわせて伺う 

 

(２) 平成 28 年(2016 年)６月定例会で、龍潭 

の遊歩道の整備に関し、都市計画道路の龍 

潭線に取りつく階段部等の整備については、

龍潭線の拡幅整備の進捗を見ながら整備を 

進める。というような答弁をされたが部長 

の答弁どおり県道の整備とあわせて県道側

からの階段の整備がなされたか伺う 

 

(３) 平成 25 年(2013 年)２月定例会で、円鑑池

からの水が龍潭に流れ出ていることについ

ては、県のほうで調査をしているということ

だが、今後関係機関と詳細な調査を踏まえな

がらその対策を講じていきたいということ

であるので、那覇市も一緒に調整していきた

いと思っていますという答弁がなされた。 

その後、県と調整して解決されたか伺う 

 

 

(１) 識名園(シチナウドゥン)の入場者が、  

平成 27 年度は月平均約 5,000 人おられたが

入場者の確保はどのような方法でやってい

るか伺う 

 

(２) 外国人客は総入場者数の何％か伺う 

 

(３) 園内にトイレは何カ所あるか伺う 

 

(４) 池の水の浄化はどのようになされている

か伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 前 泊 美 紀 

(無所属の会) 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 都市計画行

政について 

 

 

 

２ 公共工事契

約について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 介護行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居住機能や都市機能の誘導により、持続可能な

都市構造の形成を目指す「立地適正化計画」の作

成について、本市の方針と課題を問う 

 

 

 沖縄建設新聞（2016年 10 月 19日）によると、

全国建設業協会が全会員を対象に公共工事の 

設計変更に関するアンケート調査を実施したと

ころ、設計変更を発注段階で予想できた工事が 

３割超を占め、「設計図書の不備や、『設計変更あ

りきの発注』に施工者側が苦慮している実態が 

明らかになった」とあり、「全建では、発注機関

との意見交換などを通じ、『設計変更ガイドライ

ンの現場レベルの周知徹底』を訴えていく方針」

だという 

 本市の現状と課題を問う 

 

 

 ｢わが国の看取りの場の現状と課題」を厚生 

労働省の資料（「人口動態統計」「終末期医療に関

する調査」等）を通して見ると、｢終末期の療養

の場は、６割が『自宅』を希望｣する一方、｢死亡

場所の８割が病院｣という現状がうかがえる  

 また、今後多死社会が到来し、2030 年までに

約 40 万人の死亡者が増加すると見込まれ、「看取

り先の確保が困難」になるという 

 そのような状況を踏まえ、終末期医療と在宅 

介護、看取りのあり方を考えることが求められる

が本市の現状と取り組み、課題について問う 

 また、定期巡回随時対応型訪問介護看護サー 

ビスの検討について問う 

 

 

 

 



  

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 子育て支援

について 

 

 

 

 

(１) 日本経済新聞(2016年９月23日)によると、

東京大学大学院発達保育実践政策学センタ

ーが全国の 1718自治体を対象に実施した調

査において、「子ども・子育て新制度」の 2015

年４月施行後、「『保育の質を向上させるため

の取り組みが進んだ』と考える自治体は３割

にとどまった」という 

   本市の待機児童対策については、平成 29年

度施政方針で、これまで｢保育定数の大幅な

拡大を図って｣きたが、「さらに今後は、保育

士の確保に向けて負担軽減等にも取り組ん

で」いくとある 

   本市の「保育の質向上」への見解と取り組

み、課題を問う 

 

 

(２) 平成 29年度施政方針に記されている、ひと

り親家庭支援としての「高等学校卒業程度 

認定試験の対策講座と受講費用の負担軽減」

について、現状認識と具体的な取り組み、課

題を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 粟 國  彰 

(自 民 党) 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 空き家対策

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

３ 道路行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 本市の空き家対策の概要の説明を問う 

 

 

(２) 地主と空き家主が別々で長く放置されて

いる空き家の対策の見解を問う 

 

 

(３) 倒壊の危険ありと判断される空き家の所

有者が見つからない場合の処置について伺

う 

 

 

 

(１) 識名公園の概要と進捗状況を伺う 

 

 

(２) 公園にパークゴルフ場の取り入れは出来

ないか問う 

 

 

 

(１) 視覚障がい者誘導用ブロックの途切れや

破損について伺う 

 

 

(２) 視覚障がい者誘導用ブロックの設置の考

え方を問う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



 一般質問（３日目） 平成 28 年２月 23 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 知 念  博 

(無 所 属) 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(演壇・質問席) 

１ 建設管理行

政について 

 

 

 

 

２ 交通行政に

ついて 

 

 

 

 

３ 福祉行政に

ついて 

 

 

 首里寒川町自治会公民館横を通る里道につい

て 

 

 

 

 

 乗り合いタクシー実証実験の結果・効果・課題

等と今後の取り組みについて 

 

 

 

 

 手話言語条例への取り組みについて 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 


